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昭和大学歯学部だより ２００６．10号 ２００６．10．３１発行 

 

 

  

歯学部創設３０周年を迎えるにあたり 
昭和大学歯学部長 宮崎 隆 

歯学部創設３０周年の記念

事業については，歯学部内に

実行委員会（実行委員長：立

川教授，久光教授）を発足さ

せ，記念誌，記念講演会，式

典・祝賀会のそれぞれに小委

員会を立ち上げ，全学部なら

びに同窓会の協力を得て，鋭

意準備にあたってきました． 

記念誌は学校法人から本年度の事業計画として

予算化されましたので，前回の１０周年記念誌に記録

されたあとの歯学部の歴史を正確に記録することに

務めました．編集作業および校正も順調に仕上がり，

１１月４日の式典にて配布する予定です． 

記念講演会は昭和歯学会の特別講演会として， 

１１月４日午前９時２０分から上條講堂で開催します．

元米国歯科医師会会長のセキグチ先生と南カリフォ

ルニア大学歯学部長のスラブキン教授から歯科医療

および歯科医学教育の将来展望に関する記念講演

を頂戴します．セキグチ先生は日系米国人で始めて

米国歯科医師会会長の要職に就かれた先生です．

スラブキン先生は世界で最も高名な発生学の研究者

であり，また米国を代表する歯学教育の指導者です．

両先生から私達の３０周年を記念して夢のある講演

を頂戴できることを楽しみにしています． 

引き続き，各教室および診療科から最新の研究成

果をポスター発表します．さらに「口腔の特異性と普

遍性」に関するシンポジウムを行い，本歯学部気鋭

の山本教授（歯周病），井上教授（口腔生理），槙教

授（矯正），中村教授（口腔解剖）がそれぞれの専門

領域から講演します．今後の本歯学部の研究の戦略

上有意義なシンポジウムになると期待しています．記

念講演会は，学生はもとより，同窓生，父兄，さらに

近隣歯科医師会の会員をはじめオープンにしていま

すので，多く方々の参加をお願いします． 

記念式典と祝賀会は会場をホテルオークラに移し

て，午後５時から開催します．式典には小口理事長，

細山田学長ほか昭和大学の関係者，歯学部教員，

同窓生を中心に，私立歯科大学協会や歯科医師会，

さらに全国歯科大学同窓会の関係者ほか３００名以

上の出席者を予定しています．創設以来，歯学部を

育てていただいた私達の恩師・先輩の先生方も多数

出席の予定です．歯学部の歴史を振り返り，明日の

発展について語り合う楽しい会になることを期待して

います． 

歯学部の総力をあげて準備してきた記念行事が成

功裡に開催されることを祈念します． 

 

全日本歯科学生総合体育大会総合結果 
学生部長 立川 哲彦 

第３８回全日本歯科学生総合体育大会（歯学体）

の夏季大会が平成１８年７月２８日から８月１２日に開

催されました．本年度の事務主管校は日本大学松戸

歯学部が担当し，大会競技会場は主に千葉県で行

われました．本歯学部は２２種目のうち１３種目に参

加し，内５種目でポイントを獲得しました．硬式庭球部

は２９校中８位（５．５ポイント），サッカー部は２９校中

９位（４ポイント），卓球部は１７校中４位（７ポイント），

バレーボール部は２４校中６位（７ポイント），水泳部

は２０校中７位（５ポイント）で，得点合計は２８．５ポイ

ントでした．冬季大会ではスキー部が２０校中４位（９

ポイント）であったため総合獲得点数が３７．５ポイン

トでした．総合成績は２９校中１９位で，昨年度の１８

位とほぼ同水準の結果となりました．特に，夏の大会

では卓球の女子が優勝，バレーボール部の男子が４

位と大健闘したことは来年度に向け，大きな励みと 

なったことです．来年度の大会は松本歯科大学が事

務主管校として，松本市で行われる予定です． 

本歯学体で平成１８年度の主な大会は終了し，こ

の１年間の競技結果を基に，昭和大学では全学部の

クラブを対象に武重優秀クラブ賞ならびに優秀クラブ

賞の表彰が行われる予定です． 

 

行事予定 
広報委員長 五十嵐 武 

１１月４日（土）：昭和大学歯学部創立３０周年 

 記念講演・記念式典・祝賀会 

１１月８日（水）：武重優秀クラブ賞表彰式 

１１月１２日（日）：歯学部推薦・編入学試験 

１１月１５日（水）：昭和大学創立記念日 

１１月２５日（土）：父兄会秋季部会（旗の台） 

１１月２８日（火）－１月１６日（火）：歯学部３年生 

            歯科病院見学実習（全６日間） 
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D４海外実習 (大連医科大学)  
歯学部４年 藤田 康平 

７月２４日－８月４日まで大連医科大学で実習を 

行ってきました．大連医科大学では歯科医は口腔科

医として，歯科病院でも医科病院でも大きな一角を占

め，たくさんのユニットを配置して治療を行っていまし

た．口腔科医というだけあり，日本よりも担当する範

囲は広く，第一医院の口腔外科では，大きな手術が

毎日のように行われていました．また機器はヨーロッ

パ製や日本製の最新のものが多く，医療の現場にお

いても発展し続ける中国を垣間見ました． 

患者数はとても多く，一日に３０人くらいの患者さん

に対応する口腔科医もいて手際のよさや正確さにつ

いていくのは大変でしたが，珍しい症例を持つ患者さ

んの説明を受けるなど，臨床の現場の緊張感に触れ

る機会もあり貴重な経験をすることが出来ました．中

国では，５年制で大学院１年の時に国家試験を受け

るそうです．５年生は患者さんを持ち，診療を行いま

す．この５年生や大学院生から説明を受け，手伝いを

するなどして現場を見学させていただきました． 

 私は，学生寮に宿泊しましたが東南アジアや南アジ

アからの留学生の多さに驚きました．パキスタンやイ

ンドからの留学生が多く，２週間という短い実習期間

にもかかわらず，多くの人と交流をもつことができまし

た．国や医師と患者の立場は違えども信頼される歯

科医師の理想像は変わらず，私にとっての目標がで

き，視野を広げるきっかけとなりました． 

最後に貴重な経験を得る機会を与えてくださった 

大連医科大学の先生方，昭和大学の先生方そして，

一緒に留学したクラスメートに深く感謝します． 

 

D４海外実習 (大連医科大学) 
歯学部４年 友利 和歌子 

成田空港から飛行機で約３時間，大連周水子国際

空港から車で約３０分の場所に大連医科大学があり

ます．大連医科大学は，自然環境に恵まれた広大な

キャンパスに幅広い分野の学科を含む総合医科大

学です．多くの外国人留学生を受け入れており，国際

交流が盛んに行なわれています． 

今回（７月２４日-８月４日）の実習は，大連医科大

学付属歯科病院での臨床見学を中心としたものでし

た．保存科・口腔外科・補綴科などの治療風景を間近

で見学することができました．病院の雰囲気はゆった

りとしていて，職員の方々もリラックスしていました．

卓球台もあり，休み時間には職員の方々が卓球を楽

しんでいました． 

様々な科の治療を見学しましたが，日本と中国の

治療法や技術はほとんど同じだと感じました．印象に

残っているのは，日本と中国での治療に対する考え

方の違いです．歯内治療の際には，髄腔穿孔した後

は，皮下気腫になる恐れがあるので air は使用しては

いけないと習いましたが，中国では air の使用はあた

り前だそうです．理由としては，air を使用してもめった

に皮下気腫にはならないし，air を使った方が歯科医

としては楽だからだそうです．日本では患者が痛がら

ない治療を優先しますが，中国では患者が痛がって

も予後が良ければそちらを優先するそうです． 

大連で過ごした２週間は，多くの人々の優しさに支

えられ，有意義に過ごすことができました．病院での

見学も勉強になりましたが，中国で友人を得ることが

できたことも大変貴重な経験になったと思います． 

 

D４海外実習 (アデレード大学) 
歯学部４年 新谷 紘子 

７月２２日から約２週間にかけて，オーストラリアの

アデレード大学で実習とＰＢＬに参加させて頂きまし

た． 

最初の１週間は，アデレード大学のカリキュラムを

もとに基礎実習，臨床実習，ＰＢＬに参加しました．ア

デレード大学は５年制で，４年から臨床実習が始まり

患者さんの治療を行います．そのため，早くからＰＢＬ

を通して臨床的な力を養っているようです．例えば，

口腔内の写真をみて，問題点を抽出し，それを解決

するための方法を考えます．生徒は自分の意見を積

極的に発言し，先生のフィードバックも多いため，活

発な雰囲気で行われていました．歯科医にとって，問

題を解決する力や自分の意見を伝える力，相手の話

を理解する力は必要です．その点でアデレード大学

のＰＢＬ中心のカリキュラムは有意義であると思いま

した． 

 私は，この留学を通して歯科はもちろん文化に

触れることが出来ました．そして今まで普通と 

思っていた自分の周りの環境を考えるきっかけに

なりました． 

最後になり

ますが，この留

学の機会を与

え，支えて下 

さった先生方

に感謝します． 
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D４海外実習（南カルフォルニア大学：ＵＳＣ） 

歯学部４年 間宮 梓  

ＵＳＣはカルフォルニア州の西海岸にある有名私

立大学のうちでは最も古く，国際的にも高く評価され

ている大学です．歯学部では１９９５年より全課程  

ＰＢＬ教育を開始しており，全米で５６の歯学部のうち

ＰＢＬを導入している数少ない大学の１つです． 

私はＵＳＣ歯学部長の Slavkin

先生と副部長の Sekiguchi 先生

にお世話になり，わずか１２日

間でしたが，とっても貴重な体

験をしてきました．学生たちの 

ＰＢＬを見学することができな 

かったのは残念でしたが，研究

所や歯科病院を案内していただ

きました．４箇所あるＵＳＣの歯科病院の中の３つは，

経済的な理由から歯科治療を受けられない子供たち

やホームレスのためのボランティアとして行っており，

多くの人々を支えています．このような施設がとても

必要とされている現状を知り，貧富の差が激しいアメ

リカ，という私にとって意外なアメリカの一面に驚きま

した．同時に，このような施設を必要としない日本の

豊かさにありがたく思いました． 

この実習を通して，アメリカと日本の国民性や文化，

考え方の違いなど，自分なりに理解しいろんな面で感

じることが出来ました．視野がぐんと広がり，今はやり

たいことでいっぱいです．お世話になった先生方をが

っかりさせないことが，私に出来る恩返しだと思って

います． 
 

Ｄ６選択実習：充実した実習を体験 
歯学部６年 田中 智久 

私は６月５日－１６日まで千葉県鴨川にある亀田

総合病院歯科センターで選択実習を行いました．歯

科センターは最新医療設備の整った総合病院の中に

あり，口腔外科のみならず一般歯科，小児歯科，矯

正歯科があります．訪問歯科診療も行っており，千葉

県南部の地域歯科医療の中核を担っています．また，

医科と同敷地内にあるため，医科の入院患者さんの

往診・治療も行っており，患者中心の包括的医療が

実践されています． 

実際に病院内で体験した内容は，口腔癌摘出・頸

部郭清術の見学，全身麻酔下での多数歯抜歯の見

学，外来診療のアシスト・見学などが中心でした．病

院外では，訪問歯科診療の一環として，在宅や介護

特別養護老人ホームで，寝たきりの高齢者などの歯

科治療と口腔内ケアのアシストを行いました．診療終

了後は，カンファレンスや講義がありました．歯科セ

ンターの先生方のみならず，様々な大学などから講

師の先生を招いて，最新の治療や研究についての講

義を行います．治療技術だけでなく，最新の知識も習

得することが出来ました． 

これから超高齢社会を迎える日本において，全身

管理と歯科治療の役割はますます重要になってきて

いると思います．今回，亀田総合病院でこのような医

療を見学し体験できたことは，歯科医師になる私に 

とって非常に有意義なものとなりました． 

このような体験が今回出来たのも，選択実習という

システムが確立されたためです．今後もポリクリだけ

では体験することが難しい実習を，選択実習という形

で学内，学外で体験できれば，義務化された臨床研

修医制度の施設を考慮する際の参考ともなり，理想

の歯科医師像形成にも役立つと思います． 

最後に，このような実習を実現できるよう尽力してく

ださった先生方に感謝します． 

 

Ｄ１早期体験実習 
口腔衛生学教室 村田 尚道 

歯学部１年生の早期体験実習は，医療人としての

人間関係を築く基本的態度を身につけ，社会の多様

な場における歯科保健・医療に対応できる能力を養う

ことを目的に，１０月２-６日まで甲府の８施設(養護学

校，知的障害児通園施設,重症心身障害児者病棟，

身体障害者療護施設，介護老人福祉施設，リハビリ

テーション病院)を実習先として実施されました． 

本年度より，

初日にスモー

ル グ ル ー プ 

ディスカッショ

ン（ＳＧＤ）で実

習目的を明確

にし，実習毎

（３日間）の実

習記録と実習

成果を成長報告書として残し，２年生以降もその記録

を積み上げていく「ポートフォリオ」の導入を行ないま

した．初日のＳＧＤでは施設ごとのグループに分かれ，

活発な討議が行なわれました．各自がしっかりとした

目標を持って実習に臨むことができ，実習後の報告

会でも施設利用者の人と深く関われたという学生の

感想が多くみられました． 

本実習は，歯科薬理，高齢者歯科，小児歯科，口

腔衛生が分担して早朝からの引率と指導を担当し，

毎日朝７時前に富士吉田を出発し，夕方６時半前に

戻るハードなスケジュールでしたが，事故もなく無事

終了することができました．また，交通手段の手配や

ＳＧＤの教室準備など，実習期間を通じて教務課の

皆さんの大変な努力と協力によって本実習の目的が

達成できたことをこの場をお借りしてお礼申し上げま

す． 
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Ｄ１で学部固有実習の開始 
PBL—テュートリアル委員会 委員長 中村 雅典 

本年度から保健医療学部を加えた医歯薬保健医

療４学部の１年生が富士吉田キャンパスで学習する

ことに伴い，これまでの生物，化学，物理実習の他に

各学部主導の実習が開始されることとなりました． 

歯学部の実習期間は１０月１１日から１月１７日ま

での毎週水曜日計１２回です．学生を前半と後半に

分け，各６回で行います．内容は，現在２年生以降で

行っている問題基盤型学習（ＰＢＬ-テュートリアル）入

門を行うことにしました．その目的は, これまでの高

校教育まで受けてきた受動的学習の継続ではなく，

自己主導型の能動的学習の面白さを早期の段階で

体感して貰うことにあります．各６回のコースですが，

最初の３回はＰＢＬ-テュートリアルについての説明，

グループ活動における諸問題（ディスカッション），本

委員会が作ったＰＢＬ支援サイトの説明・演習，レ  

ポートの書き方等を行い，４回目から基本的に基礎

教室の教員にファシリテーターとして参加していただ

き，ＰＢＬ-テュートリアルを行います．１１月３日には

南カリフォルニア大学の Slavkin，Sekiguchi 両先生が

見学される予定です． 

 
歯学部学生有志による学園祭模擬店 

歯学部４年 山田 智之, 芳賀 秀郷, 堀越 康介  

今年は歯学部創設３０周年という記念すべき年で

あることから，私たち学生も何らかの形でお祝いした

いと考え，１０月１３-１５日に行われた大学祭「旗が

丘祭」に歯学部学生有志として参加し，模擬店を出店

いたしました． 

出店に際しては「３０周年記念ロ

ゴ入りＴシャツ」を作成し，スタッフ 

一同，Ｔシャツを着て店頭に立ち，

同Ｔシャツを販売して，歯学部創設 

３０周年をＰＲいたしました．ロゴ入

りＴシャツは，先生方や歯学部の学生にとても好評で

した．これに加え，模擬店では「串焼き」と「ワッフル」

の２店舗を出店いたしました．串焼きはビールを片手

に買っていかれるお客さんが多く，ワッフルは大学祭

を見学に来た高校生や女性に人気がありました．ど

ちらの模擬店も予想を上回り大盛況でした．この３日

間，歯学部学生有志

で一丸となって旗が

丘祭を盛り上げ，歯

学部創設３０周年を

記念することができ，

とても有意義だった

と感じております． 

模擬店出店という形での大学祭参加は３人とも初

めての経験だったため，準備にかなりの時間を要しま

したが，毎日，何人もの先輩、後輩そして同級生が協

力してくださり，ようやく出店へとこぎつけることができ，

感謝いたしております． 

また，今回の私たちの活動をご支援くださいました

宮崎歯学部長をはじめ多くの先生方にこの場を借り

てお礼申し上げます．本当にありがとうございました． 

 

診療統計 （平成１８年９月分） 

                    医事課 長谷 孝義 
 患者数 １日平均 前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 １６，９８３ ７０７．６ ６８５．４ ７２７．０ 

入院患者 ４９５ １６．５ １７．２ １２．３ 

 

学会賞受賞・表彰・昇任 
広報委員長 五十嵐 武 

 

受 賞 

・ 内田圭一郎（高齢者歯科学教室）  

平成１８年９月１５—１７日に

新潟で開催された第３６回日本

口腔インプラント学会学術大会

において，平成１７年度日本口

腔インプラント学会奨励論文賞

を受賞されました． 

論文名：「インプラントオーバー

デンチャーの治療効果—チェア

サイドにおけるマッチングテストー」 

表 彰 

・ 井上 伸（総合内科） 

第２１回日本不整脈学会と第２３回日本心電学会

合同学術集会の両学会で不整脈病理に関する標本

展示を行い，感謝状を授与されました． 

昇 任 

・ 山田 篤（口腔生化学教室） 

平成１８年１０月１日付 ： 講師に昇任 

 

編集後記 
広報委員（口腔生化学教室） 山田 篤 

昭和大学歯学部創設３０周年記念式典が間近に

迫っております．この３０年の間に本学部が培ってき

た伝統を大切に守り，今後さらに発展・飛躍のために

邁進しなければいけないと，改めて身が引き締まる

思いでいっぱいです． 

最後になりましたが，初めての経験で不慣れな私

に，大変丁寧にご指導して下さいました五十嵐 武 

広報委員長をはじめ，大変お忙しい中，原稿をご執

筆して下さった先生，生徒の皆様に心から感謝の意

を申し上げます． 


